



























































視界の中の死角をまったく無意識的に補完するように，断片的なもの das Fragmentarische から，























まったく１つの統一体 eine Einheit として，また，その行為を体系的，目的論的に完全に結びつい
たものとして把握したいがゆえに，実践的な人間理解という課題においてしばしば困難に直面する。
（中略）いかなる他者の精神の成り行きも，それが極めて明確なものであっても，我々は常に，知











































































質的なところは，彼がほとんど手を触れないうちに具体的なもの das Konkrete から立ち去り，す
















































































の単なる寄せ集めではない。そうではなくて，それは「諸個人の単なる多数性 die bloße Vielheit 
























は家族にまでさかのぼることができる。これらの社会圏は並存している neben einander stehen の







































間は他者によって単に気づかれる erkennen だけでなく，認められたい anerkennen と，顧慮され
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